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　３月３日、るすつ保育所でひなまつり会が行われま
した。おだいりさまとおひなさまになって写真撮影を
行った後、お昼ご飯はひなまつり料理を楽しみました。

ひなまつり会

 �令和５年度村政執行方針



はじめに
　令和５年第１回留寿都村議会定例会の開会に当た
り、村政執行の基本的な考えを申し上げ、留寿都村議
会議員各位並びに村民の皆さまのご理解とご協力をい
ただきたいと存じます。
　令和３年に留寿都村長に就任して以来、議員各位に
は適切なご指導と深いご理解を賜っておりますことに
感謝を申し上げます。
　この２年間は、新型コロナウイルス感染症拡大に伴
う住民対応として、健康の維持と福祉の向上及び教育
の推進並びに産業経済の対策を優先的に実施してきま
したが、その一方で人口減少が顕著に進んでいること、
また、財政においては、自主財源に乏しい本村にとっ
て、その多くを地方交付税に依存する財源構成になっ
ていることから、不足する財源については、基金を取
り崩して予算編成を行っているところであり、今後の
人口減少対策や各種の施策を安定的に行う上で、財政
の健全化に取り組むのが喫緊の課題であります。
　令和５年度の村政執行に向けて、令和３年度からス
タートした「第６次留寿都村総合計画」における前期
５年間の基本計画並びにローリング方式で毎年見直し
を行う実施計画、さらに令和６年度までの「第２期留
寿都村人口ビジョン・総合戦略」は、村の未来を切り
拓く計画としてそれぞれに目的と目標がありますの
で、検証しながら優先度や緊急性の高いものを選択し、
計画的に取り組んでまいります。
　また、令和３年４月に施行された過疎地域の持続的
発展の支援に関する特別措置法（令和３年法律第19号）
に基づく過疎地域の指定を本村が受けたこの貴重な機
会を逸することなく、計画を常に見直し、留寿都村な
らではの施策に活用してまいります。
　さらに、政府は新型コロナウイルス感染症の法制上
の位置付けを季節性インフルエンザ並みの第５類に引
き下げる方針であるとのことでありますが、これに対
する村の取り組みは国の動向を注視しながら本村にあ
った「留寿都スタイル」を継続し、医療体制や村の行
事、住民活動、教育活動等を無理なく推進し、住民の
皆さまに憩いと活気を感じられるよう企画してまいり
ます。

村政運営の基本的な考え方
　令和５年度の村政運営の基本的な考え方として、人
や自然に愛着と喜びを感じながら楽しさと暮らしやす
さを実感できる政策を展開する「SATO（里）の活性
化アクション」を令和４年度に引き続き実施し、令和
５年度の重点的取り組みとして、１．移住定住対策を
推進すること、２.ゼロカーボン事業に取り組むこと、
３．子育て支援をさらに充実すること、４．デジタル
化による住民の利便性向上に取り組むこと、を掲げ、

「暮らしを楽しむ村　留寿都」を村づくりのテーマと
して、住民や本村に訪れる方々が楽しさを実感できる
よう、また、留寿都村で暮らす方々が生き生きと暮ら
せるよう施策を展開してまいります。
　「暮らしを楽しむ」とは、特別なことをするのでは
なく、日常の生活の中で「食を楽しむ」ことや「学び
を楽しむ」こと、「子育てを楽しむ」こと等、それぞ
れの価値観で「楽しみ」をつないで楽しさのお裾分け
を村民から村民へ、また本村に訪れる方々にも感じて
いただける村政に取り組んでまいります。
　そこで、農業と観光の村としての発展、さらに商工
業の発展的継続と新規事業者を支援しながら、産業と
経済の基盤を整備する「強い産業のSATO（里）」の
取り組みを強化いたします。
　また、新たな可能性を引き出す自然や土地や建物を
活かしながら、子どもからご高齢の方までも憩える個
性的で将来性のある「人と自然にやさしいSATO（里）」
の実現に向けた取り組みを継続します。
　さらに、子育て支援を保健福祉及び教育の面から取
り組み、留寿都村だからこそできる保健福祉と教育の
推進による「元気な人をつくるSATO（里）」の事業
展開をいたします。
　加えて、「ゼロカーボンシティ宣言」による、2050
年までに二酸化炭素の実質排出量ゼロを目指す取り組
みを計画するほか、交通安全や防犯運動等を継続する

「安心できる環境のSATO（里）」の事業を実施します。
令和５年度は、村政執行マニフェストのテーマに掲げ
る「留寿都ブランド」で未来をひらき「支え合い」で
暮らしを支援する３年目として、留寿都村の存在をよ
り一層高めながら暮らしを楽しみ、持続する村として
動き出し、研究もしてまいります。

留寿都村長
佐藤 ひさ子

令和５年度令和５年度

村政執行方針村政執行方針
３月の留寿都村議会定例会で示された、令和５年度の村づくりの
基本的な方針である「村政執行方針」を掲載します。
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　「留寿都ブランド」は、産業経済面においては観光
ブランドが確立されていることが強みでありますか
ら、その発展を支援し、さらに農業の生産力と品質の
向上に取り組んでいる留寿都村の農業を関係者と情報
を共有しながら、その生産の基盤となるところを支援
し発信してまいります。
　「支え合い」は、ご高齢の方の生きがいや障がいの
ある方の自立への支援等を、行政以外でも地域や知人、
友人等による見守りや声がけ等で、人とのつながりで
孤独感のない暮らしを支援してまいります。
議員各位並びに住民の皆さまに村政の情報をお伝え
し、皆さまの声を聴き、村政に反映させることを基本
に進めてまいります。

分野別重点施策
（１）強い産業で未来をひらく

～強い産業のSATO（里）～
　留寿都村の農業が、優れた生産技術と所得性の高さ
からも地域が誇れる主力産業であることは周知のとお
りでありますが、これの維持・発展のために研鑽と努
力を重ねていらっしゃる関係者の皆さまに誇りを感じ
ています。
　また、留寿都村の地にふさわしい観光が、令和４年
から活況の兆しがあり、国内はもとより世界各国から
の観光客を招き入れる魅力は、豊かな自然や畑、街並
み等の景観にあることを再認識し、留寿都村全域を「美
しい村」、「観光財産のある村」として守り続けてまい
ります。
　令和５年度の村政は、留寿都村がさらに自然を活か
した農業と観光の調和を強みとして、住む者が「強い
産業のSATO（里）」を実感でき、未来を創造する取
り組みを実施いたします。

●農業の持続と強化
　留寿都村の農業を維持し、さらに振興するために、
急務となっている畑作農業における生産資材等の価格
高騰対策と畜産業における家畜飼料価格高騰対策につ
いて、令和５年度において生産コストを支援する取り
組みとして、農業用マルチ価格高騰対策緊急支援事業
及び飼料価格高騰対策緊急支援事業を行います。既に
行っている生分解性マルチ特別助成事業は「ゼロカー
ボンシティ」への一環としても推奨できる事業でもあ
ることから、事業継続のためにも価格対策を行うこと
とし、加えて通常マルチについても価格対策が必要で
ありますので、令和５年度に限って補助を実施いたし
ます。
　農業補助では、土づくり特別対策事業や農地、農道
の保全事業は農業経営の基本となるものであることか
ら、継続して取り組み、その中でも農地等保全改良特
別助成事業につきましては、近年の大雨による被害対
策を考慮して予算を増額いたしますし、そのほかの各
種補助事業についても必要な予算措置を行いますが、
補助事業としての内容については精査を行ってまいり
ます。

　農地保全につきましては、令和５年度は農地の再編
整備にかかる取り組みを現実的にとらえながら、補助
事業として国営又は道営での方向性とモデル的事業展
開の模索・検討を関係機関と共に最大の努力をしてま
いります。農地再編整備で整備した後には、作業効率
が上がり労働時間が短縮されることを期待しますし、
スマート農業の推進にも効果的とされています。ま
た、モデル的事業展開と申し上げましたのは、短縮さ
れた労働時間によって高収益作物の栽培や加工品の研
究・販売等も可能になると考えられることから、留寿
都村の農業に商業や観光的要素を加えた農地再編整備
を進めることも視野に検討をしてまいります。
　懸案の鳥獣被害対策におきましては、エゾシカの捕
獲頭数の実績は上がっているところですが、圃場への
出没頭数が減らないという現状からも、継続した捕獲、
駆除が必要でありますので、令和５年度におきまして
も、有害鳥獣駆除業務委託やエゾシカ捕獲等業務委託
並びに有害鳥獣駆除巡回等業務委託を継続するととも
に、電気牧柵を設置する鳥獣被害防止特別対策事業の
継続と近隣町村とも連携した駆除の取り組みにより被
害の軽減を図ってまいります。
　国や北海道の情報の入手については、敏感に対応で
きるよう村の体制も整いつつありますので、農業者並
びに農業関係者との連携強化により各種補助事業申請
にも柔軟に関わってまいります。
　また、留寿都村の農業が北海道農業の象徴として、
豊かでスマートな暮らしの象徴となるよう、若い男性
や女性からも注目される農業の発展のために、女性農
業者の支援や農業の女性ファンを増やす取り組みを模
索検討するため、可能な限り各生産組合や青年、女性
農業者との懇談を通して留寿都村の農業の魅力を強く
発信してまいります。

　さらに、ＪＡようていや後志総合振興局等との連携
を深め、情報の共有を継続して行ってまいります。
　加えて、共選施設の整備拡充に伴う作付面積の維持
を含む農地の維持につきましては、農業者の高齢化に
よる離農や作付面積の縮小が懸念されていることか
ら、従前より、農業の担い手確保や育成が求められて
おりますが、新たに本村において農業経営を開始する
新規就農者が離農者規模の畑を作付けすることは困難
でありますので、農地の受け皿対応が課題となってき
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ております。このような問題を検討すべく組織化され
たのが「留寿都村担い手支援推進協議会」であります
ので、関係機関との共通した認識のもとでその課題の
研究を行ってまいります。併せて、先輩農業者の生産
技術等を新規就農者や若手農業者に伝える仕組みづく
りについて、検討してまいります。

●官民一体で観光振興
　国内屈指のリゾート地の知名度をもつリゾート施設
が村内に設置され、村民の利用が余暇の一部になるこ
とは生活を豊かにするものであり、経済活動において、
特に村の若年人口層を堅持していることも大きな強み
であります。
　令和５年度の観光振興について、道の駅230ルスツ
にあっては、都市と農村の交流の場をさらに充実させ
る工夫を官民一体で進め、道の駅230ルスツのさらな
る活性化による独立採算を目指した事業展開を期待し
ます。
　村の観光施設のふれあい公園パークゴルフ場管理及
びルスツふるさと公園等の管理は、村の財政状況から
管理経費の圧縮に努めながら利用を促進いたします。
特に、ルスツふるさと公園については、議会において
もご提案をいただいてきました多様なメニューによる
利活用を図るため、令和５年度は、キャンプ場を開設
する等の公園設計を行い、令和６年度の春からの利用
に間に合うよう管理事業者の選考を行ってまいります。
　また、村の観光事業の推進については、地域おこし
協力隊隊員を採用し、これまでの農林水産物直売所で
販売している野菜等をお知らせする活動のほか、商業
や観光情報を発信する取り組みを行っており、引き続
き活動を支援するとともに、体制強化が必要な村観光
協会の事務局体制を整えるために村も積極的に関与し
てまいります。
　加えて、村内観光事業者との情報共有の場として定
例的な会議の開催を継続することと、入湯税を原資に
観光振興特別対策事業による観光振興を図ってまいり
ます。

●商工業の持続化を支援
　令和４年度まで継続された国の新型コロナウイルス
感染症対応地方創生臨時交付金を活用した各種事業
は、令和５年度は予定がないために支援事業の実施は
ありませんので、平常年の商工会の経営改善事業等に
対する補助金の交付や中小企業振興資金融資預託金事
業を継続し、商工業者の多様なニーズの支援を継続い
たします。
　また、新たな事業展開や新規事業に取り組む事業者
があることを期待し「起業等支援事業」を継続いたし
ます。

（２）人と自然にやさしく未来をひらく
～人と自然にやさしいSATO（里）～

　人と自然にやさしく未来をひらく、留寿都村の持続
にあたっての基本的な考えについて申し上げます。
　人にやさしくは、少子高齢化の時代にあっても、子

どもの笑顔とともに成長する親子の姿も、ご高齢の方
がご自分のペースで楽しみを持って生活をする姿も、
村の貴重な財産であり豊かさの象徴と考えます。限り
ある子育ての時間を楽しく、かけがえのない子どもへ
の愛情を深く、保健・福祉・教育から暮らしを楽しん
でいただけるよう事業を拡大・拡充してまいります。
　また、一時滞在者や定住者の方々との共生、さらに
村の財産の活用は「人と自然にやさしいSATO（里）」
を目指すものとして、自然や土地や建物を利活用する
構想は、自然にやさしく豊かさを実感でき、ご高齢の
方や青年や女性の方のサークル活動や有志活動から活
力が生まれるよう支援してまいります。

●福祉の推進で人にやさしく
　福祉の推進で人にやさしくという視点で申し上げま
すと、福祉・医療・教育の分野から幅広く子育てを支
援するもので「子育てするなら留寿都村」をスローガ
ンに、きめ細やかに充実した事業の展開を継続します。
　妊娠から出産、育児、教育まで、子どもの成長過程
における支援として、産前産後の保健師の訪問をはじ
め、助産師による訪問事業並びに国の出産・子育て応
援給付金事業を実施するとともに、子どもには「生ま
れてくれてありがとう」を伝える「君の椅子」プロジ
ェクトの事業による出産祝品として子どもの椅子贈呈
事業とともに祝金事業を継続し、村民の誕生を祝い、
子の居場所を創り、村民としての存在と成長を見守り
祝ってまいります。

　令和４年度に18歳到達年度まで拡大した子ども医療
費扶助及びインフルエンザ予防接種費用扶助を継続
し、子どもの健やかな成長を願うとともに子育て世帯
の経済的負担の軽減を図ってまいります。
　母となる女性のこころとからだを守るため、母親教
室や歯科健康診査等を継続して子育てを支援してまい
ります。
　ひとり親家庭の親を支えるため、医療費扶助の拡大
として、課税世帯であっても医科及び歯科の本人負担
を初診料のみとする医療費負担の軽減を継続いたしま
す。また、北海道が実施している「ひとり親自立支援
養育訓練給付金」の助成拡大として、ひとり親が資格
取得をしやすいように費用の助成を継続して実施いた
します。
　保育所においては、保育料及び給食費の助成の継続
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のほか、保護者からのニーズもある認定こども園への
移行について、早い時期に保護者等への説明を行い、
結果を出したいと考えています。認定こども園は、近
隣の町村でも実施しておりますし、幼稚園機能も兼ね
備えていることからも働いていない保護者のニーズに
も応えられる仕組みであります。令和６年度に向けた
取り組みとして進めてまいります。
　関連して、子育て支援を充実したいという考えから、
放課後児童クラブの子ども達に夏休みと冬休みの期間
中に限って昼食を提供する事業を事業者の協力をいた
だいて試験的に実施いたします。
　また、本村の児童を取り巻く保育や教育の環境を見
たとき、るすつ子どもセンターが担当している保育所、
放課後児童クラブ、地域子育て支援拠点事業、一時保
育事業及び小型児童館の事務並びに住民福祉課が担当
している要保護児童の保護・支援の事務、さらに小
学校に進むと児童は教育委員会の所管となり、放課後
児童クラブの子どもにも関与していることにつきまし
て、１つの事案に複数課が担当することで複数の職員
が関わるという連携面でのメリットはありますが、今
般の新型コロナウイルス感染症対策や政策的な事業を
検討するとき、情報の管理、利用対応という住民側に
視点を置いても、運営する行政側においても、これら
を一元化することで、より一体的な情報収集と対応が
スムーズになり、子育て支援、保育、教育が一体的に
実施されることで、それぞれの連携がより強固に図ら
れ、効果が期待できると考えられます。このことから、
るすつ子どもセンターが担当する保育所等の業務と住
民福祉課が担当している要保護児童の保護・支援に関
して、一元化する先として教育委員会への移管を考え
ております。これは、小学校へ入学する際の個々の情
報と連絡のほか、幼少期の子どもの状態をその先につ
ないでいくことを任務とすることや生活の一部に学習
が溶け込めるように、教育の機会を高めたいとする私
の思いもあります。地方自治法第180条の２の規定に基
づき、村長が教育委員会との協議を経て、これらの事
務を令和６年度から教育長に委任することについて、
令和５年度から検討を開始したいと考えています。
　次に、子育て中の家庭を支援する教育費用の助成事
業として、高校生を持つ世帯へ就学支援を継続するこ
とや、大学生等を持つ世帯への就学支援金も継続して
まいります。
　ご高齢の方や障がいのある方も安心して暮らせるよ
う、村地域包括支援センターや村社会福祉協議会によ
る見守りを継続するとともに、現行の安否確認システ
ムでは対応できていない高齢者を対象に、通信機能が
付いた電球を利用して24時間の間に点灯又は消灯をす
る動きから高齢者の安否を確認する見守りサービス事
業の実施や高齢者居宅サービス支援事業、介護サービ
ス提供基盤等整備事業及び権利擁護推進等事業等によ
り、健康の増進を図り暮らしの不便さが軽減され、住
み慣れた土地や家で暮らせるよう支援してまいりま
す。
　また、ご高齢の方が長い冬を安心して過ごすことが
できるよう、福祉灯油等助成事業を継続するとともに

住宅屋根や窓等の除雪サービス事業委託を村社会福祉
協議会へ継続し、さらに困っている人を見逃さない支
援体制の強化を図ってまいります。
　加えて、村に外国人の就業や居住があることは観光
の村の強みとして、企業の外国人研修生等は、村の国
際化を担う貴重な存在であることからも、多様な可能
性を広げてくれる存在と考えます。今後、村への愛着
が一層深まるよう日本語教室の継続や地域又は職場の
交流等から共生する社会を形成できるよう必要な支援
をしてまいります。

●村の財産の活用は自然にもやさしく
　村の財産の活用にあっては、自然にもやさしく、地
域に溶け込んだ事業であることや四季を通じて美しい
村の自然と農業と観光の将来を見据えた内容であるべ
きと考えます。
　令和４年度には、未活用又は活用が促進されていな
い村有地の土地利用計画を立て、令和５年度において
も村営牧場等その他の村の財産について、留寿都村に
ふさわしい産業の振興や定住促進に向けた利活用の可
能性を追求し、検討を継続いたします。
　その中で、令和４年度に売却した旧三ノ原小学校及
び旧黒田小学校の校舎等の施設やグラウンドについて
は、民間力による利活用に期待し、地域の皆さまにご
説明をする必要が生じたときには説明の場を設ける等
して、地域に愛される施設となるよう継続した情報の
収集と提供を行ってまいります。
　令和５年度に横町地区及び新町地区の老朽化した教
職員公宅５棟６戸の解体撤去後は、移住定住を図るた
め、また、住民要望をかなえるため、このうち横町地
区の１棟２戸を撤去した後の跡地については、共同住
宅建設用地として令和５年度中に売却をいたします。
同じく、横町地区の３棟３戸を撤去した後は、当該区
域が一定の広さを有しておりますので、用地分筆測量
や村道整備を進めるため調査測量実施設計等を行い、
戸建て住宅建設用地として整え、令和６年度に売却で
きるよう事務を進めてまいります。
　既設の建物の有効活用として、高齢者生活支援ハウ
ス入居者へのきめ細やかな対応と事務所維持費用の圧
縮等から、令和５年度に村社会福祉協議会の事務所を
高齢者生活支援ハウスに移転し、それに係る高齢者生
活支援ハウスの内部改修工事等を行います。また、事
務所移転後の役場庁舎横にある災害備品格納庫兼事務
所１階には、役場庁舎が手狭であることから、これに
も通信等の整備費がかかってまいりますが、施設の有
効活用と業務の円滑化を図るものとして、農林課と農
業委員会事務局を令和５年度中に移転する予定であり
ます。
　さらに、公共施設の老朽化が進行し対策が必要とな
っており、計画的に着手しなければならない時期が迫
っております。令和４年度に実施した留寿都村公共施
設等総合管理計画の改定では、各施設の老朽化は想像
どおりでしたが、その対応として、本村はこれまでの
大型建設事業や改修事業のほとんどを財政上有利な過
疎対策事業債の借入れにより実施してまいりましたし、
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現在もそれが最も有利な方法でありますが、現在の過
疎地域の指定が令和12年度で一旦終了するものであり
ます。本村は、過疎地域の持続的発展の支援に関する
特別措置法（令和３年法律第19号）の過疎地域の団体
として令和３年度に指定されましたが、これまでの指
定の要件を参酌すると、次回の令和13年度の指定が難
しい団体とされておりますことから、この指定期間内
の令和12年度までに改修による長寿命化、老朽化によ
る建替え、施設機能の規模縮小又は廃止による撤去の
計画を立て、この実施に取り組まなければ、その後の
公共施設の更新等に影響を及ぼす可能性があるという
危機感があります。そうなることによる住民の皆さま
への負担やサービスの低下につながることは絶対に避
けたいという思いのもと、令和５年度の早い時期に、
村公共施設の更新計画等を立てて実施に向けた協議と
最適な施設配置を職員とともに検討してまいります。
　加えて、財政負担の軽減や平準化、さらに健全化が
ネックになりますので、その情報並びに対策について
も議員各位並びに住民の皆さまと共有してまいりたい
と考えております。

（３）元気な人をつくり未来をひらく
～元気な人をつくるSATO（里）～

　元気な人をつくり未来をひらく、教育と保健福祉の
振興について申し上げます。
　教育と保健福祉の振興にはふるさと応援基金を活用
し、一人ひとりが主体的に実践、活動できる環境をつ
くり支援してまいります。
　教育の分野では、児童生徒の学力を向上できる環境
を整え、学ぶ機会を提供し、村の子どもたちの可能性
を育てるとともに、社会教育においても個々の学びを
推進してまいります。
　保健の分野では、この世に１つしかない自分たちの
体を大切にする取り組みを、疾病予防から健診、医療
機関への受診まで、継続した取り組みを推進してまい
ります。
　福祉の分野では、ご高齢の方や障がいを持つ方等が
留寿都村で暮らしを楽しく過ごせるよう支援を継続し
てまいります。
　また、教育と保健福祉の分野で「元気な人をつくる
SATO（里）」として、実践する視点で申し上げます。

●教育で元気！
　「教育で元気な人をつくり未来をひらきたい」とす
る思いは、私が一貫して各分野で取り組む「留寿都村
だからできる可能性を模索し続ける」ものであり、子
どもたちには、可能な教育を受ける場をあらゆる場面
で提供したいとする考えが基本にあるためです。
　その１つとして挙げられるのが、ＩＣＴの積極的な
活用で地域格差に負けない学習支援を行うことです。
地域格差に負けない学習支援として、ＧＩＧＡスクー
ル構想の推進による１人１台の学習者用端末を用いて
の授業のほか、家庭学習用として「問題データベース
タブレットドリル」による個々の発達に合った学習の
継続や令和３年度から実施している公民館２階の「放

課後等まなびサポート」による児童・生徒の自習の場
の提供、また、オンラインでの学習サポート、さらに、
令和４年度から実施した大手学習塾との連携によるオ
ンデマンド配信の家庭学習用教材での「オンライン授
業」の継続は、学習塾がない本村において中学生を対
象としていましたのを希望がありました小学５年生・
６年生の高学年の児童にも拡大して、児童生徒個々の
学習意欲に応えたいとするもので、受講にかかる費用
を村が助成することによって、多くの児童生徒が地域
性を悲観せずに、逆に時間を有効活用した学習環境を
整えられるものであり、今後、これらを検証しながら
より良い方法を模索してまいります。
　給付型奨学金については、令和４年度からの大学生
等と高校生のいる世帯の経済的負担と高等学校生徒の
学習意欲を支援するための給付事業を継続いたします。
　子育て支援を拡充するため、小学校と中学校への入
学を成長の節目として祝うとともに保護者の経済的負
担軽減を図るため、子育て支援入学祝金支給事業を令
和５年度から開始いたします。
　学校給食では学校給食費の２分の１助成の継続や、
令和３年度から実施している食育を通じてふるさと・
留寿都を伝える「ルスツふるさと給食まつり」をふる
さと・留寿都の「情操食」として継続いたします。
　近年の児童生徒のスポーツ文化活動での活躍は目覚
ましいものがあり、頑張る姿は、見る者に元気を与え
てくれています。全道大会や全国大会へ参加される児
童生徒を応援する主旨からも、学校児童生徒スポーツ
文化大会出場費用負担金により遠征費の支援を継続し
て行ってまいります。
　社会教育における小学生の「なんでもチャレンジク
ラブ」は、児童の探求心を育てながら視野を広げる学
習活動を異なる学年間で行う中で、社会性や協調性、
指導性が生まれ、児童に精神的成長を見ることができ
ることからも事業の継続と発展を進めてまいります。
その一環として、令和４年度に実施した「むらびと写
真展」は、現在、教育委員会で活動している地域おこ
し協力隊の隊員による取り組み効果が大きく、継続し
た活動を依頼しつつ支援をしてまいります。
　３年間も続いたコロナ禍において、孤独な時間をお
過ごしのご高齢の方々にも、楽しい時間をお過ごしい
ただきたいとの思いがございまして、ご高齢の団体や
地域でのサークル活動等に参加されている方々のコミ
ュニティの推進と、公民館等を拠点として自主的・自
立的活動ができるよう支援を行ってまいります。
　教育環境の整備として、令和３年度に教職員公宅１
棟４戸の建設に続き、令和４年度は１棟２戸の建設を
行いました。令和５年度は１棟の外壁等改修工事を実
施して、教職員の福利厚生と村の教育環境整備の一環
として整備に努めてまいります。
　また、留寿都中学校の校舎と体育館につきましては、
老朽化や将来の村の子どもの数や教育方針から、実態
に無理なく、より効果的に実施・運営するため、施設
を改修するのか、更新するのか、義務教育学校への移
行も選択肢のひとつと考えて検討してまいります。そ
の検討のために、義務教育学校基本構想・基本計画策

2023年４月号6



定により、建物の整備のほか教育の仕組み等も含めて
検討し、義務教育学校が留寿都村に合っているのか、
実施すべきか否かの判断を、保護者や教育関係者、議
員各位とも十分に協議を重ねて選択したいと考えてお
ります。
　教育関連の詳細につきましては、佐々木教育長が教
育行政執行方針で述べられるので割愛いたしますが、
教育行政の年間の取り組みにつきましても随時ご報告
を申し上げて、議員各位にもご理解を深めていただき
たいと考え、令和５年度から、私の行政報告に加えて
佐々木教育長の教育行政報告を村議会定例会ごとに行
うよう調整をしておりますのでご理解のほどよろしく
お願い申し上げます。

●保健・医療で元気！
　保健で人を元気にすることは、留寿都村の財産であ
る「人」の健康であり、乳幼児からご高齢の方まで村
民が元気になるよう継続して各種事業を行うもので
す。
　国民健康保険事業については、節目健診や人間ドッ
ク事業等による病気の早期発見、早期治療のため、肺
がん検診においては希望者にはＸ線よりも精度が高い
ＣＴ検査を受診できる体制と費用の一部助成を継続い
たします。また、成人病予防のために健診と食事と運
動を組み合わせた事業に取り組んでまいります。
　留寿都診療所は身近な受診機関として、また、コロ
ナ禍において医師の協力をいただいてのワクチン接種
は、住民の安心と頼りどころとなっています。令和３
年度に更新した薬の袋に患者のお名前等を印刷できる
分包機に続き、令和４年度は超音波画像診断装置１台
を更新しましたが、施設そのものの老朽化は著しく、
目下改築に向けて懸案の施設のひとつとなっていま
す。住民の健康を守る機関としての役割を果たすため
にも、令和５年度は改築に向けての研究をしてまいり
ます。
　歯科診療所の運営については、公設民営の医療機関
としてその役割を継続して担っていただくため、令和
５年度も運営支援をいたします。

●地域やグループの拠点で元気！
　地域やグループの活動から生まれる活力には、自主
的・自立的に地域を盛り上げようとする力があります
ので、このような人等が集う場を「拠点」と位置付け
て、令和４年度に開始したまちづくり活動支援事業補
助金を継続し、活動を支援してまいります。
　活動を支援すると申し上げましたが、実は、地域づ
くりを多方面から支えていただきたいと思う願いでも
あります。また、これには村民有志による地域を元気
にしたいという思いを大切にしたいことや、そのエネ
ルギーを感じたいとするところも大きく、是非とも自
らも楽しんで、その結果が地域を活性化させることに
結び付くものと期待をするものです。
　また、先に述べました各団体の活動におきましても、
広報紙等でもスポットを当てて、村民の皆さんの元気
な活動を共有させていただきます。

（４）安心できる環境で未来をひらく
～安心できる環境のSATO（里）～

　安心できる環境で未来をひらく、環境・防災・防
犯・交通安全等について申し上げます。
　住民生活を守るために、また、未来の子どもたちに
残す地球環境を豊かなものにするために、行政が取り
組まなければならない環境問題や防災・防犯・交通安
全は、私たちひとり一人の行動から始まっています。

「安心できる環境のSATO（里）」として、行政主導で
進めるところと住民主体又は協働で進めるところが多
くありますが、特に新たな取り組みには住民の皆さま
や関係機関等とのご協力のもと、それらの取り組みを
進めてまいります。

●ゼロカーボンシティ宣言による行動
　近年の異常気象による災害は、地球温暖化が一因と
されており、気象変動の影響が今後さらに幅広い分野
に及ぶことが懸念されています。気候変動問題に長期
的な視点で取り組むために、温室効果ガス排出量を
2050年までに実質ゼロにする「カーボンニュートラル」
の実現に向けた取り組みを開始するに当たって、令和
４年１月にゼロカーボンシティ宣言を行いました。
　留寿都村においては、令和４年度は、村民や村内事
業者に対して脱炭素や再生可能エネルギーに係るアン
ケート調査等の実施や学識経験者及び村内事業者等に
よる検討委員会を開催し、留寿都村再生可能エネルギ
ー導入推進計画を策定しました。令和５年度は、この
計画をもとに、温室効果ガス削減のために具体的にど
のような施策や取り組みを行うのか目標を立てるた
め、留寿都村地球温暖化対策実行計画を策定し、ゼロ
カーボンシティを進めてまいります。

●災害に備える
　気象変動等の災害に備えた取り組みとして、村内の
道路や河川等の状況を確認・把握する見回り体制を強
化することは、生活全般のインフラを含めた自然対象
物への日ごろからの注意力として必要なことでありま
す。また、大雨による圃場の崩落も村内に数か所あり
ますことから修復事業を実施するまでの期間は、北海
道とも連携を図りながら確認をし、令和５年度は、北
海道事業で治山工事を３か所予定しております。農業
と商工観光業、さらに村道・林道等におきましても、
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施設の維持管理と安全対策に取り組んでまいります。
　災害備蓄品の整備については、必要の都度進めてお
り、令和５年度は粉ミルクやアルファ米等の更新をい
たします。さらに、地域防災マネージャーとして会計
年度任用職員１名を地域おこし協力隊隊員として採用
する予定であります。
　羊蹄山ろく消防組合留寿都支署には日頃の訓練及び
消火活動等で使用した車両やホースを洗浄する高圧洗
浄機を令和５年度に更新し、器具・備品の適正な維持
管理に努め、生命と財産を守る業務を継続いたします。

●交通の安全とインフラ整備を推進する
　交通安全は、国道230号の線形改良を北海道開発局
に要望しておりますが、同局においては令和２年に発
生した死亡交通事故現場の改良として中央分離帯設置
工事を令和４年度から実施しており、この早期完成を
要請しながら、この場所に限らず、国道230号の抜本
的な線形改良の要望を継続してまいります。そのため
に、令和４年度に喜茂別町、洞爺湖町、豊浦町との４
町村で研究会を結成しましたので、各町村と連携しな
がら要請活動を広域的に行ってまいります。
　交通事故防止や要請活動にも、住民力や民間力が必
要です。小さな事故の先に潜む大きな事故を防ぐため、
小さな交通事故も起さないという交通安全啓発活動を
村交通安全協会等との連携により実施することや、村道
の区画線標示工事や村道五ノ原三豊線法面補修工事等
の整備による安全対策と環境整備を行ってまいります。
　冬期間の村道等の除排雪につきましては、令和４年
度にロータリ除雪車１台を更新しましたが、令和５年
度は除雪トラックを１台更新して村道等の除排雪等の
業務を継続してまいります。また、国道の留寿都市街
地の排雪は、令和３年度から国が全面行うこととなり
ましたが、適期の排雪や草刈り、線形改良等を関係機
関と情報を共有しながら、継続した対応要請を行って
まいります。
　簡易水道事業に関しては、配水管について、敷設か
ら50年以上経過している箇所もあり、更新に着手しな
ければならない時期にきていることから、計画的に更
新するため、さらに管路更新経費を圧縮するために、
水道管網計算及び管路更新基本計画策定業務委託を令
和５年度から令和６年度まで実施いたします。また、
向丘地区に予定されている開発行為に対し、敷設され
ている配水管を移設する必要が生じたため、この移設
に係る設計業務委託を令和５年度に行い、工事は令和
６年度実施を予定しております。
　公共下水道事業では、留寿都浄化センター等の改築
更新工事を行うほか、三ノ原地区農業集落排水施設の
計画的な改築更新を検討するため最適整備構想策定業
務委託を行います。さらに、継続協議をしてきた関係
企業の下水道接続につきましては、これまで議員各位
にご報告申し上げてまいりましたとおり、施設の一部
を接続し、令和５年度からその排水処理を開始して排
出量を調査するとともに村の処理施設の処理能力や料
金設定等の検証をしてまいります。

●消費生活相談と防犯運動
　消費生活相談と防犯運動については、国の財政支援
を活用し羊蹄地域７町村で整備した「ようてい地域消
費生活相談窓口」を維持しながら、訪問販売やインタ
ーネット上のサービス利用時のワンクリック詐欺、メ
ールの儲け話等、悪質な商法から守る消費者相談の取
り組みを推進するとともに、これらの啓発活動を行っ
てまいります。また、村においては、相談しやすい環
境づくりを継続しながら関係機関との連携による見守
りや住民への情報提供も有効な啓発活動となりますこ
とから、村防犯協会等との連携による被害防止を図っ
てまいります。

●住環境の維持と管理
　村営住宅の維持管理を適切に行うために、令和５年
度は令和４年度に引き続き平成13年建設の１棟18戸の
換気設備取替工事を行うことと、平成３年及び平成４
年建設の２棟12戸の屋根・外壁等改修工事を行うほ
か、公営住宅長寿命化計画の策定においては、本計画
策定後10年を経過するにあたり、実態の把握と今後の
対応を計画的に進めるために実施いたします。
　令和５年度は、移住定住の促進とゼロカーボンを推
進するため、持ち家住宅を対象に住宅の改修や取得に
係る支援事業を実施いたします。具体的には、住宅リ
フォーム支援事業補助金及び移住定住支援事業補助金
の制度を新設します。これは、人口減少対策における
住む家の確保と、村のゼロカーボンシティ宣言にも関
連した温室効果ガスの抑制、省エネルギー住宅の取り
組みの推進を行う事業であります。

（５）打てば響く行政で未来をひらく
　私は、就任当時から情報提供としての広報と住民の
皆さまのお声を聴く広聴を充実させたい思いで、特に
村政懇談会等においていただいた要望や意見は、可能
な限り早期に対応するよう職員とも情報を共有してお
ります。住民の皆さまに深く関係することについては
早期に情報を提供し、ご意見をいただきながら取り進
められるよう今後も努めてまいります。
　また、各種計画策定におきましても住民意向調査等
の結果を反映させてまいりますが、広報と広聴を同時
にできるタウンミーティングの開催も年齢を問わず団
体等と行うことも重要と考えるところです。役場が住
民の皆さまにとって相談しやすい場所であり、必要な
情報をお伝えする場所でもありますことから、各年代
の方々への広報と広聴業務の工夫を重ねてまいります。

●住民の役に立つ
　小規模自治体の強みである住民の皆さまとの距離の
近さを職員と共に認識し、役場が皆さまのお役に立て
る場として適切に、スピード感をもって処理できるよ
う職員個々の研鑽と組織としての研修機会を設定し、
組織力を向上させます。
　令和５年度は、村政の情報をタイムリーにわかりや
すく、村民以外の方々にもお伝えできるよう、広報留
寿都のさらなる内容の充実と、議員各位にも私の行政
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報告のほか、教育長の教育行政報告等による「行政の
見える化」や行政推進上の事案や情報を適時に提供す
る機会を継続し、きめ細やかに持たせていただきます。
その一端として、防災情報等配信システムの整備をい
たします。これは、現在の防災広報無線の経年劣化と
停電時に使用するバッテリーの生産が終了したことに
伴い、時代に即した対応を検討してまいりました。そ
こで、令和５年度は、スマートフォンアプリを使用し
たシステムの導入による防災情報や行政情報等の告知
情報を迅速かつ広範囲に配信できるよう新たな防災情
報等の配信システムを構築してまいります。テスト運
用を経て、令和５年11月に運用開始ができるよう進め
て行く予定であります。このスマートフォンアプリに
よる新たな情報配信システムへの移行に伴い、現在各
住宅に設置しております音声告知端末機器等の防災広
報無線設備は将来的には不要となりますが、スマート
フォンをお持ちでない方もいらっしゃることから、こ
のことを考慮し、移行期間として、概ね３年程度要す
ると考え、その間は現在の防災広報無線を併用しなが
らスマートフォンアプリへの移行の周知や導入する方
への支援等を行ってまいります。しかし、スマートフ
ォンの使用が難しい方や所持していない方には、現在
の音声告知端末機器に近い機器を設置することを予定
し、情報の伝達に漏れが生じないよう個別対応をして
まいります。また、現在、メールにて防災無線放送と
同じ内容を配信しているルスツコミュニティーメール
は、導入するスマートフォンアプリで補うことができ
ることから稼働後１年を目途に廃止をする予定です。
　マイナンバーカードについては、本村はマイナンバ
ーカードの普及率が高いことからも、その利活用の一
環として国が進めるデジタル田園都市国家構想交付金
等を活用して、役場窓口等での申請書作成支援システ
ムを導入し、住民票等の交付の際に、来庁者のマイナ
ンバーカードをかざすことで本人の住所、氏名等を読
み取り、必要な申請書や届出書に反映させる「書かな
い窓口」に取り組んでまいります。ただし、このよう
なデジタル化への移行と同時に、対応が困難な方への
対応を随時、適切に行ってまいります。さらに、マイ
ナンバーカード活用による住民の利便性向上のため、
住民票及び印鑑登録証明書のコンビニ交付につきまし
ても、令和５年10月開始を予定して準備をいたします。

●財政の健全化
　財政運営については、引き続き新型コロナウイルス
感染症への警戒が続いている中、外出自粛の行動制限
を求めない政府の感染防止対策の緩和方針も相まっ
て、本村の観光業への客足が戻りつつあり、経済活動
も回復傾向にありますが、その兆しが全体に行きわた
るにはまだ時間がかかると思われます。
　このような中、少子高齢化を背景とした医療費等の
増加や、人口減少に伴う担い手不足や地域産業の活性化
への取り組み、安全・安心な暮らしの実現に向けた各種
施策の実施、公共施設等の老朽化対策等、歳出の増嵩が
予想されます。財政の規律を堅持しながらも限りある財
源を有効に活用するため、取り組む事業に優先度を付け、

持続可能な行財政運営を進めてまいります。
　その中で、まず、歳入確保については、自主財源の
確保の観点から、受益者負担の原則に基づき、現在の
使用料や手数料の妥当性の研究や、新たな財源確保の
ため、宿泊税や企業版ふるさと納税の導入に向けての
調査並びに検討を進めてまいります。
　堅調に推移しております個人版のふるさと納税につ
いても、教育を含む子育て支援事業や保健福祉事業の
拡大を行っている村政にとっては貴重な財源であり、
ご寄附をいただいた皆さまのお気持ちに応えることが
できるよう、引き続き魅力あるまちづくりに活用させ
ていただきます。
　国からの補助交付金については、対象となる要件を
的確に把握し実施に結び付けるとともに、起債につい
ても財政措置のある有利な起債の借り入れにより財源
を確保し、必要な事業を積極的に展開してまいります。
近い将来一斉に、老朽化が進行している公共施設の更
新時期を迎えることから、既存の公共施設の長寿命化
や改築等の実施にあたり、依存財源によらない自前の
資金を準備しておく必要があるところです。このた
め、既存の特定目的基金への積立て、又は必要に応じ
新たな特定目的基金を創設し、事業の実施を確実に行
うための準備を進めてまいります。
　歳出については、事務事業の管理運営の方法の見直
しや適正な事務の執行に取り組み、引き続き歳出の抑
制を図ってまいります。
　今後とも、中長期的な財政状況を見据えながら、財
源の確保に努め、 費用対効果の高い事務事業に取り組む
など、健全かつ効率的な財政運営に努めてまいります。

●姉妹市・養父市との交流
　令和４年度に１年遅れで実施した養父市との姉妹提
携40周年記念事業を機に、特に児童生徒の学校教育分
野で交流が行われています。留寿都小学校や留寿都高
等学校の児童生徒等による交流には、異なる地域の風
土や文化、産業を学ぶ機会になりますので機会を捉え
て事業の推進を図ってまいります。令和５年度こそ、
生涯学習ふれあいの旅による小学生の現地交流が実現
できますよう期待をするものです。また、互いの特産
物の販売交流等も検討してまいりますが、このように
自分の村以外の人と親しく、やさしく、あたたかく交
流ができますことは姉妹提携がもたらす効果であり、
姉妹提携ならではのものであることを住民が共有でき
るよう今後も継続して交流事業を続けてまいります。

むすびに
　令和５年度は、留寿都村が未来に向かっての動きが
見える１年となるよう、そして、何よりも村民の皆さ
まの幸せを原点に据えて、村民の皆さまが明るい気持
ちで「暮らしを楽しむ村」を実践できますよう、常に
前向きに、渾身の努力を惜しまず取り組んでまいりま
す。
　議員各位並びに村民の皆さまの深いご理解とご支援
を心からお願い申し上げ、村政執行方針といたします。
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はじめに 　

　コロナ禍における経済変動とあわせ、ロシアによる
ウクライナへの侵攻は、国際情勢を不安定化するばか
りではなく、世界経済の先行きや、日常生活に大きな
影を落としております。国内に目を向けますと、原
油・原材料価格の高騰とそれに伴う物価上昇が顕著と
なり、更なる景気の下振れが懸念されるところであり
ます。
　このような動向の中にあって、留寿都村においても、
社会の急激な変化と相まって、一段と先を見通すこと
が困難な時代となっております。
このように困難な時代であるからこそ、地域の発展を
支える人材を育成する教育の役割が一層重要なことと
なります。
　教育基本法（平成18年法律第120号）第１条で掲げ
る教育の目標は、人格の完成を目指し、平和で民主的
な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心
身ともに健康な国民の育成を期すとなっておりますの
で、教育の根幹は「人づくり」であり、未来の留寿都
を担う人を育てることは変わることのない本村教育の
大きな使命であります。
　教育委員会といたしましては、関係機関はもとより、
学校・家庭・地域と、より一層連携を図り、教育環境
の充実と向上に努め、特に、10年先の子どもたちの姿
も想いながら、教育行政の執行に全力で取り組んでま
いります。

基本方針
　学校教育では、「確かな学力」「豊かな心」「健やかな
体」の知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を
育むことができるよう教育活動の充実に努めてまいり
ます。
　また、学校・家庭・地域が連携・協力しながら、様々
な課題の解決に当たり、社会全体で子どもたちを支え
る環境づくりに努め、子どもたちの確かな成長をもた
らす教育を推進してまいります。
　生涯学習では、「第５期留寿都村社会教育中期計画」
に基づき、点検・評価を行いながら、各世代の多様な
ニーズに応じた学習機会の提供や学習成果等が広く活
かされる環境づくりに努めてまいります。
　また、コミュニティ・スクール（学校運営協議会）
の取組みによる、学校教育と社会教育の連携を通した
人材育成の充実を図ってまいります。

Ⅰ.子育て支援について
　定住人口を維持するとともに、子育てをする上での
留寿都村の有利性を発信していくことで、移住者を呼
び込みたいという考えは、佐藤村長が掲げる村政運営

の基本的な考え方にありますが、教育委員会が担う「子
育て支援」は、これに沿うものであります。

●村立学校修学旅行貸切バス費用負担金交付
　小規模学校の修学旅行に係る保護者納付金の平準化
と負担を抑えるために中学生及び留寿都高校生の修学
旅行に際し、令和２年度から実施しております村立学
校修学旅行貸切バス費用負担金の交付については、貸
切バスの費用負担が一人当たり５千円を超えないよ
う、引き続き、実施してまいります。

●ふるさと応援基金子育て支援学校給食費助成金
　ふるさと応援基金子育て支援学校給食費助成金につ
きましては、経済的理由によって、負担が厳しい世帯
の学校給食費については、就学援助費をもって全額扶
助できていることから、残る世帯に対する学校給食費
の助成については、引き続き、半額相当分の助成をす
ることで、継続してまいります。

●放課後等学習支援事業「まなびサポート」
　令和３年度から実施しております放課後等学習支援
事業「まなびサポート」につきましては、中学生に加えて、
小学校５・６年生も対象として、必要とする子どもたち
が自分のペースで上手く活用してくれております。な
お、中学生にあっては、公民館２階の学習室だけでなく、
それぞれの自宅からも、オンラインで、学習支援員の指
導が受けられる体制を確立しております。
　また、令和４年度は、更なる学習習慣の定着や学習
水準向上のきっかけとなるよう「まなびサポート」利
用登録者を対象に、８月に実施される北海道学力コン
クールの受験費用の補助を行いましたが、令和５年度
にあっては、年明け１月に実施される北海道学力コン
クールについても、補助の対象に追加いたします。

●大手学習塾との提携による「オンライン授業」の提供
　中学生を対象に令和４年度から実施しております大
手学習塾とのタイアップによるオンデマンド配信の

「オンライン授業」の提供につきましては、地域格差
に負けない教育の推進に係る施策であり、各家庭にお
ける子どもたちの家庭学習環境にある「地域格差」で
ある「村内に学習塾がない」という問題について、大
手学習塾とタイアップすることで、そのハンディの解
消を図ったものであります。
　これに関しまして、当該事業者におかれましては、
単に「オンライン授業」を提供するのが目的ではなく、
子どもたちの学力向上こそが目的との熱意の元、長期休
業に向けた学習の説明会、学力テスト総合Ａ、Ｂ及びＣ
の各回対策ゼミ、頑張った生徒に対する表彰及び公立
高校学区外受験者への進路指導などを独自に実施され、
正に、大手学習塾ならではのサービスをご提供いただき、
想定以上の効果を得ることができております。
　令和５年度におきましては、小学校５・６年生も対

教育長
佐々木 利明

令和５年度令和５年度

教育行政執行方針教育行政執行方針
３月の留寿都村議会定例会で示された、令和５年度の教育行政の
基本的な方針である「教育行政執行方針」を掲載します。
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象に加えて、この「オンライン授業」を提供すること
とし、「まなびサポート」ともあわせまして、更なる学
習習慣の定着や学習水準の向上を図ってまいります。

●ふるさと応援基金子育て支援奨学金給付
　平成30年度から実施しております大学生等を対象と
した返済の必要のない給付型奨学金の給付につきまし
ては、幾多の制度改正を経て、令和４年度より、所得
に関係なく月額８千円の給付型奨学金を給付すること
とし、高校生等に対しましても、所得に関係なく月額
５千円の給付型奨学金を給付しているところですが、
令和５年度におきましても、引き続き、これを実施し
てまいります。
　
●児童福祉法に基づく子育て支援策受託の検討
　本村は、小学校が１校、中学校が１校という義務教
育環境ですが、児童福祉法（昭和22年法律第164号）
に基づく、保育所及び放課後児童クラブも各１箇所と
いう子育て支援環境であり、ほとんどの子どもが、保
育所から中学校までを同じ環境で過ごしているところ
です。
　このような中、保育所は村長部局、小学校に入学し
たら教育委員会、ただ、放課後は村長部局で、中学校に
入学したら教育委員会の所管となりますので、これらに
つきましては、現在も、連携を図っているところではご
ざいますが、教育・保育・子育て支援の管理の窓口を一
本化して、運営を一体的に行うことで、事業所間の連携
がより強固に図られることとなり、更なる効果が期待で
きるのではないかと思うところもございます。
　佐藤村長が掲げる村政運営の基本的な考え方の中に
ある「子育て支援」には、村長就任当初より、教育支
援も含めて推進されているものでありますことから
も、児童福祉法に基づく、保育所及び放課後児童クラ
ブの外に、地域子育て支援拠点事業、一時預かり事業、
小型児童館、更には、要保護児童の適切な保護、支援
も加え、これらの事務は教育委員会に一元化され、一
体的に実施することができないか、地方自治法（昭和
22年法律第67号）第180条の２の規定に基づき、村長が、
教育委員会との協議を経て、これらの事務を教育長に
委任することについて、村長と共に調査、検討するこ
とといたします。

Ⅱ.学校教育について
　学校教育につきましては、子ども一人一人が、これ
からの社会を生き抜く力を身に付けていくため、各学校
が、よりよい学校教育を通して、よりよい社会を創ると
いう目標を社会と共有し、必要な資質・能力を社会との
連携により育成する「社会に開かれた教育課程」の理
念を踏まえ、「主体的・対話的で深い学び」の視点に基
づく授業改善を進めるとともに、教育効果を高める「カ
リキュラム・マネジメント」を通して、教育課程の改善・

充実を図っていくことが求められております。
　そのため、学習指導要領の趣旨を踏まえた調和のと
れた教育課程を編成・実施するとともに、地域学校協
働活動の推進等により、地域の特性を活かしながら子
ども一人一人に確かな力を育む教育活動の推進に努め
てまいります。

●確かな学力の定着
　確かな学力の定着につきましては、学習指導要領に
定める「何ができるようになるか」を意識した上で、「何
を学ぶか」を明確化し、各教科等の内容を児童生徒が
身に付けることができるように取り組みます。
　具体的には、「主体的・対話的で深い学び」の実現
に向けた指導方法の工夫・改善を図るとともに、「全
国学力・学習状況調査」などを通して、児童生徒の学
習の状況や学力の定着状況を把握・分析し、教科指導
等の充実改善を図ってまいります。
　特に、基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得
させるため、引き続き、教員業務支援員を活用した個
に応じた指導並びに村内外の人材や施設等を活用した
体験的な学習や問題解決的な学習の充実に努めながら、
子どもが自ら主体的に学習する態度や望ましい学習習
慣を身に付けていくための取組みを進めてまいります。
　ＩＣＴを活用した教育につきましては、一人一台の
学習者用端末を活用し、学習の基盤である「情報活用能
力」の育成に取り組むとともに、子どもたちが情報技
術を手段として学習等に利活用できるよう、各教科に
おいてＩＣＴを活用した教育を一層推進するとともに、
教員のＩＣＴ活用能力の向上に取り組んでまいります。
　また、引き続き、学習プリント配信サービスの問題
データベース及び同タブレットドリルを効果的に活用
して学びの充実を図るとともに、問題データベースタ
ブレットドリルは、一人一台の学習者用端末を持ち帰
っての家庭学習でも利用できる教材でありますので、
これらの家庭学習での活用などを通して、確かな学力
のより一層の定着に努めてまいります。

●北海道留寿都高等学校の教育
　留寿都高等学校の教育につきましては、地域農業並
びに社会福祉の振興に寄与する豊かな心と実践力を兼
ね備えた、社会に有意な人材の育成を目指すものであ
ります。
　具体的には、農業・福祉における高い専門性を身に
付けることができる教育機関として、専門的な教育の
充実に努め、農業・福祉の教育を通して、課題を自ら
発見し、主体的に課題解決を目指す生徒の育成、地域
社会に開かれた学校づくりを基本に、国際化に対応で
きる農業後継者及び農業理解者の育成並びに介護福祉
士養成校として地域福祉に貢献できる人材の育成に努
めてまいります。
　特に、確かな学力の向上につきましては、ＩＣＴを
活用した「主体的・対話的で深い学び」となる学習指
導の充実と基礎学力及び専門学習の定着と適切な課題
による学習習慣の定着を図るとともに、北翔大学等と
の高大連携協定を軸に、農業系大学及び短期大学等と
も連携して、大学からの講師の派遣や大学施設を利用
した学習機会の拡大に努め、生徒の主体的、協働的な
学びを更に進めるなど、農業・福祉教育の充実を図っ
てまいります。
　また、村立高校をしっかりと守っていくことは、地
域の皆さまから課せられた教育委員会の使命と考えて
おります。そのためには、介護福祉士養成校という留
寿都高等学校の特徴を維持することが不可欠でありま
すので、令和５年度は、令和６年４月１日から村職員
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として福祉科教諭を採用するための事務を進めます。
　更には、留寿都高等学校の存在をしっかりと地域の
皆さまをはじめ、広く知っていただく取組みを生徒並
びに学校自らが検討する体制を整え、例えば、ふるさ
と納税の返礼品に留寿都高等学校の生徒が関わったも
のを提供できないかなどをそこで生徒自らが検討し、
その達成感を生徒自身が享受できる仕組みを構築した
いと考えております。

 

●豊かな心の育成
　豊かな心の育成につきましては、情操や規範意識、
他者への思いやりの心など、子どもたちに社会性や豊
かな心を育むため、引き続き、道徳教育の充実を図る
とともに、読書、特別活動などあらゆる教育活動を通
して、自立心や自律性、思いやりの心を培い、豊かな
人間性や社会性を育む「豊かな心の育成」に取り組ん
でまいります。
　また、いじめの対応につきましては、児童生徒の小
さなサインを見逃すことなく、未然防止と早期発見、
早期対応への取組みを推進するとともに、いじめを生
まない校内体制の充実に努めてまいります。
　なお、学校においては、安心・安全な人間関係づく
りを重視し、児童生徒が困ったときに相談できる体制
を用意しているのは当然のことですが、単に、これで
良しとするのではなく、「困ったときに困ったと言え
る力の育成」が不可欠と考えますので、この取組みも
進めてまいります。

●健やかな体の育成
　健やかな体の育成につきましては、望ましい生活習
慣を養い、体力・運動能力の向上を推進するとともに、
心身の調和がとれた児童生徒の育成に努めることが重
要でありますが、そのためには、体育、保健体育の時
間はもとより、関連の教科、特別活動、総合的な学習
の時間、運動部活動など、学校の教育活動全体を通じ
て適切に行われるよう、子どもたちや地域の実態に応
じた全体計画のもとに、計画的・継続的に指導を進め
てまいります。
　また、新型コロナウイルス感染症の感染予防につき
ましては、学校における「新しい生活様式」の実践や
学校の教育活動全体を通して、子どもたちに「保健体育」
として定着させるよう引き続き取り組んでまいります。

●食育の充実とふるさと教育の推進
　食育につきましては、留寿都小学校に配置されてい
る栄養教諭を中心として、食事の重要性や楽しさ、食
への感謝の気持ちなどを育み、食に関する正しい知識
と望ましい食習慣の定着に向けた指導と学校給食に留
寿都産、近郊産、北海道産、国内産と順位をつけて地
元産食材を積極的に取り入れることにより、地域の産
業や文化を学び、生産者への感謝の気持ちや生命を尊
重する心を育む食育の充実を図ってまいります。
　また、ふるさと・留寿都への誇りと愛着の醸成のた
めに、地域資源を活用した学習の充実を図るとともに、

地域の産業を理解し、望ましい勤労観や職業観を図る
ことが重要です。
　このため、豊かな地域資源の活用や地域学校協働活
動によるボランティアのご協力もいただきながら職業
体験やふるさと教育の充実に取り組むとともに、引き
続き、ルスツふるさと給食まつりを開催し、食育と「ふ
るさと教育」を推進してまいります。

●地域とともにある学校づくりの推進
　子どもたちが自ら考え、判断し、未来の留寿都を担
うたくましい人材を育成するためには、社会の変化に
対応した教育環境の整備と学校・家庭・地域が一体と
なり、地域とともにある学校づくりを進めることが重
要であります。
　そのため、学校に対する理解が深まるよう、グラン
ドデザイン（学校経営方針）の公表や学校だよりによ
る教育活動の情報発信など、開かれた学校づくりの取
組みを推進するとともに、コミュニティ・スクール（学
校運営協議会）や地域学校協働活動推進事業との連携
を図りながら、地域に開かれ、地域とともにある学校
づくりを進めてまいります。
　また、学校が、保護者や地域住民の期待に応え、子
どもたちの力を最大限に伸ばしていくためには、管理
職がリーダーシップを発揮して学校運営に当たるとと
もに、教職員がそれぞれの力を発揮できる環境づくり
が重要であります。
　そのため、各学校には、音声自動応答転送電話サー
ビスを導入することで、学校における働き方改革を更
に推進することとし、教員が子どもと向き合う時間の
確保に努めてまいります。

●教育環境の充実
　教育環境の充実につきましては、教育活動を円滑か
つ効果的に推進するため、教育機器や教材備品などの
計画的な整備に努めてまいります。
　小学校、中学校にあっては、一人一台の学習者用端
末の利用により、学習机の上が手狭となっていることか
ら、価格が高いものではありませんが、後付けのアタッ
チメントの天板拡張器具を児童生徒分145台導入します。
　また、小中高等学校における必要な教材備品を整備
する外、計画最終年度となる教職員公宅建替事業につ
きましては、令和３年度の１棟４戸、令和４年度の１
棟２戸の建設による住み替えで利用に供さないことと
なる老朽劣化した教職員公宅５棟６戸を解体して、事
業を完了します。

Ⅲ.義務教育学校移行の検討について
　令和４年度は、義務教育学校導入も選択肢に加えた
小中一貫教育を見据えた小中連携の推進についてとい
うことで、教育委員会事務局においては、義務教育学
校制度について、調査、研究を進め、小中学校におい
ては、義務教育学校導入も選択肢に加えた小中一貫教
育を見据えた小中連携の推進に努めた外、教育委員会
においては、「留寿都村小中一貫教育に関する取組基
本方針」を定めました。
　令和５年度は、この「留寿都村小中一貫教育に関す
る取組基本方針」を検討の基礎として、「留寿都村義
務教育学校基本構想・基本計画」を策定した上で、そ
れを分析、評価して、義務教育学校に移行すべきとの
結論が得られた場合は、その後の必要な事務手順を定
めることとしますが、逆に、義務教育学校には移行す
べきではないとの結論が得られた場合は、義務教育学
校移行の検討はここまでとし、これまで検討してきた
小中一貫教育が大きく変わることはないものの、令和
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２年度に策定した「留寿都村学校施設長寿命化計画」
も参酌し、小中それぞれの学校施設の老朽化の対応を
することといたします。

Ⅳ.生涯学習について
　生涯学習は、自己の充実や生活の向上のために、人
生の各段階での課題や必要に応じて、あらゆる場所、
時間、方法により学習者が自発的に行う自由で広範な
学習であって、学校や社会の中での意図的・組織的な
学習活動のみならず、スポーツ活動、文化活動、趣味、
レクリエーション活動、ボランティア活動を通じた学
びも含むものであります。
　本村におきましても、第５期留寿都村社会教育中期
計画を踏まえ、各世代の多様なニーズに応じた学習機
会の提供や学習成果等が広く活かされる環境づくりに
努めてまいります。

●家庭教育支援の充実
　家庭教育支援の充実につきましては、教育の出発点
である家庭での教育力を充実させ、子どもの成長の段
階に配慮し、子どもが望ましい基本的な生活習慣を身
につけられるよう、子育て支援センター、学校、コミ
ュニティスクール（学校運営協議会）などの関係機関
と連携しながら、保護者が安心して子育てに取り組め
る家庭教育の支援をしてまいります。
　また、家庭教育支援のスタートとなるブックスター
ト事業を引き続き実施するとともに、役場保健師及び
子育て支援センター支援員と連携して、乳幼児期にお
ける子育て教育の充実にも努めてまいります。

●青少年教育の推進
　青少年の健全な心身と豊かな人間性の育成のため、
学校・家庭・地域社会が連携しながら、創造性や協調
性などを育む良好な環境づくりが大切です。
　そのため、地域社会資源などを活用し、多様な自然・
社会・文化・スポーツ体験等の活動を行う「なんでも
チャレンジクラブ事業」、地域と学校が協働し地域全
体で子どもの成長を支える「地域学校協働活動推進事
業」及び他地域での活動を通じて心豊かな子どもを育
てるとともに仲間づくりやリーダーとしての役割を学
ぶ「生涯学習ふれあいの旅研修事業」等を引き続き実
施してまいります。
　また、社会教育事業へのボランティア参加や地域コ
ミュニティを基盤として活動している青年団体協議会
の主体的な活動に対する支援を継続してまいります。
　なお、学校教育の項において、ふるさと教育の推進
を掲げたところでありますが、令和４年度に、なんでも
チャレンジクラブ事業の中で実施した「むらびと写真展」
は、ふるさと・留寿都への誇りと愛着の醸成のために社
会教育で取り組んだふるさと教育でもあります。
　地域の皆さまには、大変、ご好評いただき、展示会
場には多くの方々にご来場いただいた外、事業に参加
してくれた子どもたちの活き活きとした表情や写真に
収められた地域の皆さまの笑顔からも、恒例の地域の
行事としてこのまま定着させたいと考えますので、令
和５年度も引き続き実施してまいります。

●成人・高齢者教育の推進
　生涯学習社会の実現には、地域住民が多様な学習で
得た成果を地域活動や社会貢献に活用し、生きがいを
もって明るく豊かな生活を送ることが重要です。
　このことを踏まえまして、成人・高齢者教育の推進
につきましては、地域貢献・社会参加を促す機会と学
習機会の提供に努め、その成果と豊かな経験を活かせ

る環境づくりと地域交流に努めてまいります。
　また、明るく豊かな家庭・地域を築くために活動し
ている女性団体連絡協議会の主体的な活動に対する支
援を継続してまいります。

●文化芸術の振興及び公民館活動の推進
　生きがいや心の豊かさをもたらす芸術・文化活動の
推進につきましては、芸術・文化に親しむ機会を提供
するとともに、関係団体による活動の奨励と支援に努
めてまいります。
　公民館につきましては、生涯学習の拠点施設として、
各種サークル活動、各種団体等による芸術・文化活動の
発表の場として、適正な管理運営に努めてまいります。

●読書活動の推進
　第３次留寿都村子どもの読書活動推進計画に基づ
き、子どもたちが読書を通して健やかに成長し、より
良い読書習慣を身に付けてもらうため、ボランティア
団体の協力をいただきながら、子どもの成長段階に応
じた読み聞かせ事業の実施により、読書に親しみを持
てる環境づくりに努めてまいります。
　また、公民館図書室につきましては、令和４年度に
構築した図書予約システムを効率よく運用する中で、
図書室の充実を図り、新刊図書などの情報提供を教育
委員会の機関紙や村ホームページへ迅速に掲載し、村
内各施設へ図書を貸し出す移動図書を実施するなど、
読書活動の普及促進に努めてまいります。

●スポーツ活動の振興
　スポーツ活動の振興につきましては、地域住民それ
ぞれが自ら親しみ、生涯を通して気軽にスポーツを楽し
める機会の拡充を図るため、引き続き、運動教室や各種
スポーツ教室を開催し、スポーツ活動の振興と健康増進
を含めた活発なスポーツ活動を支援してまいります。
　また、スポーツ推進委員や各スポーツ団体等と連携
を図りながら、スポーツ少年団などの各種スポーツ団
体活動を奨励するとともに、国際的リゾート、ルスツ
リゾートスキー場が立地するという本村の恵まれた環
境を活かし、ウィンタースポーツを奨励するために、
引き続き、スポーツ活動奨励事業によるスキーリフト
シーズン券購入費の助成を行ってまいります。

むすびに
　留寿都村教育委員会といたしましては、学校・家
庭・地域・関係機関と連携を図りながら、未来を担う
子どもたちの健やかな成長と、地域住民の皆さまが喜
びを感じ心豊かな人生を歩んでいくことができるよ
う、本村教育の充実・発展に取り組んでまいります。
　地域住民の皆さまの積極的な参画と、村議会議員の
皆さまを始め、教育関係機関、団体等の一層のご理解
とご協力を心からお願い申し上げます。
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令和５年度の主な事業を令和５年度の主な事業を
お知らせしますお知らせします

　令和５年度の留寿都村は、村政執行方針に基づき、人や自然に愛着と喜びを感じながら、楽しさと暮らしやす
さを実感できる施策として、留寿都村で暮らす村民が誇りを持てる「ふるさと・留寿都」をより実感できる事業
に取り組みます。令和５年度に実施する新規または拡大・拡充事業等についてお知らせします。

防災対策事業（デジタル化）

防災情報等配信システム整備事業
　� 3,542万円
　現行の防災広報無線放送設備に代わる
新たな防災情報等の配信手段となる防災
情報等配信システム（スマー
トフォンアプリを活用したシ
ステム）を整備します。試験
運用を経てから、令和５年11
月を目途に運用開始予定です。

新システム導入事業（デジタル化）

申請書作成支援システム導入事業　446万円
　役場窓口での申請書等の記入の負担を軽減するため、マイ
ナンバーカードに書かれた氏名、住所などの情報を読み取り、
申請書に印字するシステムを導入します。

証明書等コンビニ交付システム導入事業　395万円
　マイナンバーカードを利用し、全国のマルチコピー
機が設置されているコンビニ等で住民票の写し及び印
鑑登録証明書が交付できるようシステムを導入します。

子育て支援事業

入学祝金贈呈事業　114万円�
※詳細は18ページをご覧ください。
　小学校又は中学校に入学する児童・生徒の保護者に対して入学祝金（１人につき３万円）
を贈呈します。
祝金の贈呈により、入学を祝福するとともに、子育て世帯の経済的負担の軽減を図ります。

留寿都村ふるさと応援基金子育て支援奨学金給付事業　654万円�
※詳細は19ページをご覧ください。
　高校生等は月額5,000円、大学生等は月額8,000円として、進学する方を応援する給付型の奨学金制度です。

放課後等学習支援事業（練成会ONLINE）　101万円
　学習塾のある都市部との地域格差を解消するため受講を希望する村内に在住する小学校５年生、６年生及び
中学校生徒のオンライン学習塾受講経費を村が負担します。

移住定住対策事業

横町定住促進用地整備事業について
公共汚水桝設置事業　102万円
　教職員公宅を解体した跡地の一部（横町地区）（以下、「同土地」）を住宅用地として売却することを想定し、
必要な公共汚水桝の設置工事に係る経費です。

村有地分筆測量事業　205万円
　同土地を住宅用地として売却することを想定し、必要な分筆測量の業務委託に係る経費です。

村道新設工事調査測量実施設計事業　333万円
　同土地を住宅用地として売却することを想定し、村道を新設するために必要な調査測量及び実施設計の業務
委託に係る経費です。

留寿都村移住定住支援事業　280万円
　定住人口の確保と増加を図るため、留寿都村に移住定住する方に対し、住宅取得を支援するため取得費用の
一部を助成します。

留寿都村住宅リフォーム支援事業　300万円
　定住人口の確保並びに地域経済の活性化を図るため、村内建設業者により住宅等のリフォームを行う際に、
経費の一部を助成します。
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介護サービス事業

介護サービス提供基盤等整備事業　350万円　
　るすつ銀河の杜が行う家族面会室の整備費用に対し補助を行い、感染症の拡大を防ぎ、安心して面会でき
る場を確保することで、介護サービスの推進を図ります。

まちづくり事業

留寿都村まちづくり活動支援事業　60万円�
※詳細は18ページをご覧ください。
　村内に活動拠点を持つ個人又は団体の地域課題解決やまちづくりに係る主体的な取組に補助金を交付します。

産業振興事業

〇農業
留寿都村農業用マルチ価格高騰対策緊急支援事業　1,086万円
　原油価格高騰等の影響により価格が上昇している農業用マルチの価格上昇分の一部を支援することで、農
業経営における経費負担を軽減し、経営の安定化を図ることを目的とした事業です。

留寿都村飼料価格高騰対策緊急支援事業　110万円
　飼料価格高騰に伴う営農コストの増加による畜産経営への影響緩和を目的として、村内畜産農家の飼料購
入に伴う経費の一部を各畜種毎に算出した交付単価に飼養頭数を乗じて得た額を補助金として補助します。

〇商工観光
留寿都村起業等支援事業　100万円�
※詳細は18ページをご覧ください。
　村内で新たに創業又は既存事業者が新事業展開する際の経費の一部を補助します。

計画策定事業

地球温暖化対策事業　737万円
　2050年までに、二酸化炭素排出量を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」実現のために、
留寿都村全体での二酸化炭素の排出量の削減目標を達成するための施策等を記載した、留
寿都村地球温暖化対策実行計画（区域施策編）と、一事業所としての留寿都村が二酸化炭
素の排出量の削減目標を達成するための取り組みを記載した、留寿都村地球温暖化対策実
行計画（事務事業編）を策定します。

留寿都村義務教育学校基本構想・基本計画策定事業　421万円　
　今後、人口減少や少子化に伴う学校小規模化の進展が予想されるなか、児童生徒の集団規模の確保や活発
な学年交流等を図ること、また、小・中学校の９年間を通し、長期的で系統的な学習体系を構築し、きめ細
やかな指導体制を学校に定着させることを目的に、留寿都小学校及び留寿都中学校を統合し、義務教育学校
を設置することの検討を行うため、基本構想及び基本計画を策定します。

水道管網計算及び管路更新基本計画策定事業　600万円　
　本村の簡易水道事業の用に供する配水管等は、総延長が100kmを超え、供用開始から30年～40年以上経過
している箇所が多いことから、計画的に管路の更新を行うため、また、将来的な人口減少に伴い、水道水の
需要量の減少が予測されることから、更新する管路の口径を検討するため、水道管網計算及び管路更新基本
計画を策定します。

三ノ原地区農業集落排水施設最適整備構想策定事業　528万円
　老朽化が進行する農業集落排水施設について、長期的な予防保全対策を実施するため、施設の機能診断及
び対策方法等を定める最適整備構想を策定します。
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　２月３日、るすつ子どもセン
ターで、節分会が行われました。
こわい赤鬼と緑鬼が登場する
と、多くの園児たちは逃げ回っ

ていましたが、中には勇猛果敢に立ち向かう園児も
いました。鬼たちの「悪い子はいねえか。」の声に、
いい子になることを誓った園児たちでした。

節分会節分会

　２月６日、JAようてい留寿都支所で、村長とJAようてい女性部
留寿都支部フレッシュミズとの懇談会が開催されました。女性が働
きやすい環境づくりや子育て体制づくりの支援、本村の農業の課題
として感じていることなどについて様々な意見が出され、これから
の女性農業者の活躍促進を考える貴重な機会となりました。

村長とJAようてい女性部村長とJAようてい女性部
留寿都支部との懇談会留寿都支部との懇談会

　２月８日、公民館ホールで、音楽鑑賞会「未来
の和楽器コンサート」を開催しました。
　津軽三味線と和太鼓の力強い演奏にフルートと
キーボードの綺麗な音色が合わさり、素敵なハー
モニーを奏でていました。クラシックや民謡、ア
ニメソングなど幅広いジャンルが演奏され、途中、
音楽に合わせて踊り出す子どももいました。

未来の和楽器コンサート未来の和楽器コンサート

　２月20日、留寿都村公民館で、留寿都診療所医師を講
師に迎え、留寿都支署・真狩支署・喜茂別支署合同の救
急研修会を開催しました。本研修会については、心肺停
止事案などの際、従前より留寿都支署にて留寿都診療所
医師を要請し、現場において処置して頂いていることか
ら、医師との連携を強化し今後の救急活動内容をより一
層理解して頂くために開催しました。

令和４年度羊蹄山ろく令和４年度羊蹄山ろく
消防組合救急研修会消防組合救急研修会

2月
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　２月21日、羊蹄山ろく消防組合スノーモビル育成
隊員訓練が行われました。この訓練は、同組合の各
町村で実施されており、留寿都村内の畑地を借用
し、冬山等で発生した遭難事故や負傷者発生の際
に、山岳救助隊と協力し円滑に救助活動することを
目的としたものです。訓練に参加した隊員は、スノ
ーモビルの操作方法や異常時の対処方法などを習得
しました。

羊蹄山ろく消防組合羊蹄山ろく消防組合
スノーモビル育成隊員訓練スノーモビル育成隊員訓練

　２月22日、留寿都小学校４年生の授業で、防災学習が
ありました。「冬の災害で一番被害が多い災害はどれで
すか」、「留寿都村で雪崩が起こりやすい場所はどこです
か」など、事前に児童から集まった質問に役場職員が回
答し、児童たちは留寿都村の防災に対してより一層興味
が深まった様子でした。

留寿都小学校４年生留寿都小学校４年生
防災学習防災学習

　２月28日、留寿都高校で５か月間のニュージーラン
ドでの農業実習を終えた４年生の下

しも
村
むら
匠
たくみ
さんの報告会

がありました。国際農業コースの生徒が海外実習を行
ったのは８年ぶりのことでした。下村さんは、大規模
経営の果樹園や、羊等を中心に酪農経営を行っている
ホームステイ先の農家さんのもとで実習し、発表では
「たくさんの人に支えられ、とても良い経験をしまし
た。」と本実習で学んだ経験を伝えていました。

令和４年度留寿都高校令和４年度留寿都高校
第４学年海外農業実習報告会第４学年海外農業実習報告会

農地再編整備事業に係る農地再編整備事業に係る事業制度説明会事業制度説明会
　２月24日、留寿都村公民館で村内の農業経営者などを
対象とした農地再編整備事業に係る事業制度説明会が開
催されました。事業制度説明会では、北海道開発局小樽
開発建設部から農地再編整備事業について、後志総合振
興局農村振興課から水利施設等保全高度化事業について、
採択基準や事業内容の説明がありました。24名が参加し、
様々な意見や質問がありました。

農林課　電話 0136-46-3131お問合せ先
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令和５年４月から
小学校・中学校にご入学する児童・生徒の保護者の方に『入学祝金』を贈呈します
　ご入学を祝福し、また、子育て世帯の経済的負担を軽減するため、小学校・中学校にご入学する児童・生
徒の保護者の方に対して入学祝金を贈呈します。

●贈呈の対象となる方
　村内の学校、村外の学校にかかわらず、小学校、中学校、中等教育学校、義務教育学校、特別支援学校に
ご入学する児童・生徒の保護者の方が対象となります。
　ただし、ご入学する年の４月１日現在において、保護者の方の住民登録が留寿都村の住民基本台帳に記録
されることが必要です。

●祝金の額
　児童又は生徒１人につき３万円

●お手続き
　お手続きは不要です。対象となる児童・生徒の保護者の方に村からご案内します。

住民福祉課　電話 0136-46-3131お問合せ先

子育て支援を拡充します！子育て支援を拡充します！

　まちづくり活動への住民参加を促進していく
ことを目的として、村民が主体的・自主的に取
り組む公共性のある事業又は地域課題の解決に
向けた活動を実施する者に対して、活動に係る
経費の一部を助成します。
　令和４年度から開始した事業であり、令和５
年度は補助率が上がりました。
●対象者　
　（１）個人又は２名以上の団体
　（２）活動者が留寿都村の住民であること
●�対象事業　
　（例）�景観形成に資する事業、観光振興に資

する事業、イベント開催事業など
　詳細については、企画観光課までお問合せく
ださい。

補助率　３／４以内　上限20万円補助率　３／４以内　上限20万円

まちづくり活動支援事業まちづくり活動支援事業

　留寿都村の商工業の活性化に資するよう、村内に
おいて創業する者並びに業種の転換及び業種の追加
を行う者に対して、経費の一部を助成します。
●対象者　
　（１）�新規に創業する個人及び従業員20名以下の

小規模企業者
　（２）�業種の転換・追加を行う個人及び従業員20

名以下の小規模企業者　
●対象経費　
　（１）建築物の新築、増築及び改築に係る工事費
　（２）外装及び内装に係る工事費
　（３）機器装置、工具、機器、備品の購入費
　（４）広告宣伝費
　詳細については、企画観光課までお問合せください。

補助率　１／２以内　上限50万円補助率　１／２以内　上限50万円

留寿都村起業等支援事業留寿都村起業等支援事業

企画観光課　電話 0136-46-3131お問合せ先
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　教育委員会では、老朽化が著しい教職員公宅の建替え
工事を令和３年度から令和５年度にかけて実施してお
り、令和４年度は、木造平屋建て１棟２戸の建設工事を
実施し、２月８日に完成しました。工事車両の通過や工
事による騒音により、近隣住民をはじめ、皆さまにはご
迷惑をおかけしました。

 教職員公宅が完成しました！ 教職員公宅が完成しました！

教育委員会　電話 0136-46-3321お問合せ先

教育委員会　電話 0136-46-3321お問合せ先

留寿都村ふるさと応援基金留寿都村ふるさと応援基金
子育て支援奨学金の申請受付について子育て支援奨学金の申請受付について
～令和５年度分の申請受付のお知らせ～～令和５年度分の申請受付のお知らせ～

留寿都村では高校や大学等へ進学する方を応援するため、返済の必要がない給付型の奨学金制度を実施しております。

　４月から新たに高校や大学等に進学される方や、現在、在学している方につきましては、申請期間内に
お忘れなく申請してください。

奨学生の要件
①高校生等奨学生…�学校教育法に規定する高等学校、中等教育学校の後期課程、特別支援学校の

高等部、高等専門学校（第１学年から第３学年）に在学している方。
②大学生等奨学生…�学校教育法に規定する大学（大学院は除く）、短期大学、専修学校の専門課程

（専門学校）又は一般課程、高等専門学校（第４学年、または第５学年）に在
学している方。

奨学金の受給者の世帯要件
①申請の日の６か月前から引き続き村内に住所を有する者がいる世帯であること。
②奨学金の受給者及び世帯全員に市町村税等の滞納がないこと。
※�奨学金の受給者は、奨学生を扶養する方になります。奨学金を受給する世帯の主たる生計維持
者で、世帯の代表者です。

奨学金の額
①高校生等奨学生…月額　５，０００円（年額　６０，０００円）
②大学生等奨学生…月額　８，０００円（年額　９６，０００円）
※奨学金の給付期間は、奨学生の正規の就学年限となります。

申請期間
①令和５年４月３日（月）から５月１日（月）まで
　�（上記期間以降も、随時、申請することは可能ですが、給付は、申請をした月からになります。）
②�様式については、留寿都村教育委員会に請求していただくか、村ホームページよりダウンロー
ドしてください。
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お問合せ先　
子育て支援センター

るすつ保育所　
電話 0136-46-3253

今月は、るすつ保育所が担当です♪今月は、るすつ保育所が担当です♪

ふるさと給食ふるさと給食
～食を通してふるさとを伝えていく取り組み～

＃２１

　１月24日～31日の全国学校給食週間に合わせ、世界の様々な国の料理を出す「世界味めぐり」を実施しました。
韓国から始まり、アメリカ、ベトナム、イタリア、中国の料理を紹介しました。給食を通して、世界の国やその食
文化について興味を持ってもらえたらと思っています。世界の国を知ることは、
自国やふるさとのよさに気づくことへもつながります。

「世界味めぐり」を実施しました！

教育委員会　電話 0136-46-3321お問合せ先

　保育所の０歳児『ひよこ組』の２月の様子をお届けします♪
　ひよこ組さんは、女の子２名です。毎日かわいい笑顔をたくさん見
せてくれていますよ♡　お部屋では、お人形遊びやままごと遊びなど、
２人で同じ遊びを楽しむようになりました♪　
　３日は、節分会がありました。怖くてたくさん泣いてしまいました
が、頑張って鬼退治することができました。
　最近は、言葉がたくさん増えてきました。また、自分でできること
も増えてきており、日々成長を感じています。子ども達のこれからの
成長がとても楽しみです(^^♪

節分会節分会

今日はどこの国の
料理かな？ スパゲッティは

イタリアの料理！１年間で給食当番のお仕事が

とっても上手になりました♪

新１年生にも教えてあげてね♪

鬼は外～鬼は外～

　福は内～　福は内～

かんぱ～い！かんぱ～い！🍷🍷
🍼🍼赤ちゃんのお世話中赤ちゃんのお世話中🍼🍼

ママ、頑張って～ママ、頑張って～
お掃除、だ～いすき
お掃除、だ～いすき♡♡

お部屋遊びお部屋遊び

かわいい表情が
かわいい表情が

いっぱいですいっぱいです♡♡
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４月

※�乳幼児予防接種につきましては予約が必要となりますので、実施を希望される日の１週間前ま
でに診療所へご予約ください。（診療所　電話  0136-46-3774）

日付 項目 場所 時間 お問合せ先
４月６日㈭ 乳幼児予防接種 診療所 受付/13時00分～13時15分 ③

４月11日㈫ 乳児健康診査 子どもセンター 13時00分～14時00分 ①

４月13日㈭ 乳幼児予防接種 診療所 受付/13時00分～13時15分 ③

４月14日㈮ 子宮がん・乳がん検診 公民館 ９時00分～13時30分 ①

４月19日㈬ いきいき体力アップ教室 公民館 13時00分～15時30分 ②

４月20日㈭ 乳幼児予防接種 診療所 受付/13時00分～13時15分 ③

４月26日㈬ グ～ンとヘルスアップ運動教室 公民館 12時45分～14時00分 ①

４月27日㈭ 乳幼児予防接種 診療所 受付/13時00分～13時15分 ③

①健�診・保健事業等�
保健医療課

電話 0136-46-3131
②い�きいき体力アップ教室�

地域包括支援センター
�電話 0136-47-2277
③予�防接種�
診療所

�電話 0136-46-3774

お問合せ先

　少しずつ日差しが暖かくなってきました。春
はもうすぐですね。
　今回のけんこうだよりは、お薬の話（第二回）
「糖尿病」のお薬とその副作用について解説い
たします。

糖尿病の治療に多く使われる薬
Ⅰ．血管の中の糖を取り込んでエネルギーにす
る。インスリンが効きにくい状態(インスリン
抵抗性)を改善する。（ビグアナイド薬・チアゾ
リジン薬）
薬剤名：メトホルミン、メトグルコ、ピオグリ
タゾン、アクトス　など
Ⅱ．糖の吸収を緩やかにして血糖値の上昇を抑
える。インスリンの分泌を促す。(αグルコシ
ダーゼ阻害薬、速効型インスリン分泌促進薬)
薬剤名：ボグリボース、アカルボース、シュア
ポスト、グルファスト、スターシス、ファステ
ィック　など
Ⅲ．血糖値を抑える作用のホルモンを直接体内
に注射する。(インスリン製剤)
【低血糖に注意！！】
　低血糖は、食事量が少なかったり、運動量が
多かったりしたときに服薬することで生じるこ
とがあります。
　主な症状は、冷や汗や動悸などです。状態が
悪化すると、意識障害やけいれんなどが現れ、
命に関わる重篤な状態になることがあります。
★対応：糖を速やかに服用することが基本とな
ります。ブドウ糖を摂取しても症状が改善しな
い場合は、ブドウ糖の注射が必要なのですぐに
受診が必要です。
【シックデイ（発熱、嘔吐、下痢等の症状、食
事が摂れない時）に注意！！】

　糖尿病患者さんが、発熱、下痢、嘔吐などに
より脱水状態になると、高血糖を引き起こすこ
とがあります。
　糖質摂取不足になると、体内の脂肪を大量に
分解して血糖値が異常に上昇し、不要なケトン
体が体内に溜まった状態（ケトアシドーシス）
を引き起こし、消化器症状や全身倦怠感（だる
さ）を生じます。
　悪化すると、呼吸困難や嘔吐、腹痛、意識障害
などが起こり、昏睡状態に陥る危険もあるのです。
　シックデイでは、血糖値が非常に不安定で変
動しやすい状態にあるため、コントロールする
ことが難しく、対応を間違えてしまうと、重篤な
状態を招く可能性があります。そのため、入院
をして血糖値をコントロールしたり、医師の指
示によって投与量を調節する必要があります。
　食事をしないことを理由に、自己判断でイン
スリン注射を中止することは絶対に避けてくだ
さい。
　インスリン注射以外の糖尿病治療薬でも同様
に医師の指示が必要です。飲み薬を一時的に中
止してインスリン療法に切り替えるなどの対応
が必要になることもあるからです。
★対応：シックデイのときに、どのように対応
していいか悩む場合は、電話で主治医に確認す
るようにしましょう。「いつから、どんな症状、
食事はどれくらい摂れているか、（自己血糖測
定をされている場合の）血糖値」などの情報を
伝え、以下のことに注意しましょう。
◦安静と保温につとめましょう。
◦�スープや経口補水液などで十分に水分を摂り、
お粥やうどんなどで炭水化物を摂りましょう。
◦�普段から「シックデイの対応」について医師
に確認しておきましょう。

今月のテーマ

高齢者に多い疾患別薬の知識
～糖尿病の薬～

筆者▶ 保健師　石川 修子
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２月の掲載記事（抜粋）

　村の様子や村長の所感、行動等をおおむね週に１回のペースで「村長ブログ」として一昨年５月から開設し、留寿
都村ホームページにて掲載しています。インターネット環境がない方のためにも村長ブログの抜粋を掲載しています。

【村長ブログ QRコード】

２月13日（月）は、留寿都高等学校４年生の下
しも
村
むら
匠
たくみ
さんが斎藤校長等と来庁され、

昨年９月から約６か月の海外実習を終えた報告をいただきました。実習先はニュー
ジーランドで果実等の栽培を学び、経験を豊かにした研修であったことを話されま
した。下村さんは、中学生の頃から海外実習を希望されて留寿都高等学校を受験し
たとのことです。今月28日には、実習内容の報告会も予定されています。

２月15日（水）と16日（木）は、３月に開催する村議会定例会に提案予定の条例改正等の議案説明と補正予算、
令和５年度の予算について事業説明を行いました。村の取り組みは、創意と工夫、スピードが大切です。職員
ともども意識して努めているところ、随所に表れてきていると思いますが・・・さらに頑張ってまいります。

２月１日（水）は、村遺族会の定期総会が開催され、ご挨拶を申し上げて今年の活
動予定等の審議を見守りました。終了後、解散までの少しの時間をいただいて、出
席者から村への要望や意見をいただきました。利用している施設や設備の現状と村
の行事等の課題のお話をいただきました。

２月14日（火）は、加森観光（株）との定期連絡会議を行い、賃貸借している牧場用地の利活用や羊の飼育等
に関しての懇談を行いました。

２月21日（火）は、村畜産振興対策委員会に出席し、会の令和４年度の事業報告と令和５年度の事業計画等の
協議経過を確認したほか、牛の感染症について入牧前検査等のお話を参考にしました。

２月24日（金）は、農地再編整備計画の住民説明会を開催し、小樽開発建設部と後志総合振興局より事業の説
明を受けました。今後は、事業規模を問う要望量調査を行ってまいります。
さらに、村畑作生産組合第８回定期総会に出席して、春耕期前講習や試験圃場視察、地産地消推進事業として
学校給食用野菜の寄附を行う等、生産組合の貴重な活動を再認識しました。

２月25日（土）は、「G７ゼロカーボンミーティングIN洞爺湖」が洞爺湖温泉町で
開催されました。未来に向けたゼロカーボンの可能性について、元環境大臣の丸川
珠代参議院議員の基調講演や在日デンマーク王国特命全権大使等のお話から、本村
の取り組みを考える機会となりました。

２月７日（火）は、後志広域連合の会議に出席して令和４年度の補正予算や令和５年度の各会計の予算等を審議し、
承認しました。また、本村から国民健康保険課長として村職員を今年度末までの３年間派遣しており、会議ごと
に成長する姿がありました。各町村からの派遣職員の皆さん、大変お世話になりありがとうございました。

２月17日（金）は、羊蹄山麓町村長会議を蘭越町で行い、本協議会の令和４年度の事業報告と令和５年度に向
けた事業計画について協議しました。また、京極町長が中心となって取り組んできた、支笏洞爺国立公園の名
称に羊蹄（山）を加えるよう関係自治体への働きかけを行ったこと等の報告がありました。総会後の学習会では、
農林水産省の農村振興局及び北海道農政事務所職員から、国の農業振興政策事業について説明を受け、羊蹄山
麓地域の農業情勢と課題について懇談を行いました。
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企画観光課　電話 0136-46-3131お問合せ先

一時避難場所・避難所を一部変更しました
　公共施設の民間事業者への譲渡に伴う見直しにより、令和５年２月１日付けで村が指定する
一時避難場所・避難所の一部を変更しました。変更した施設は次のとおりです。

● 新規に指定する避難所等
種 別 施設名 住 所

避難所（兼一時避難場所） 留寿都村高齢者生活支援ハウス 字留寿都186番地36
一時避難場所 三ノ原アカダモ公衆トイレ駐車場 字三ノ原20番地2

● 指定を取消しする避難所等
種 別 施設名 住 所

避難所（兼一時避難場所） 旧三ノ原小学校 字三ノ原276番地
一時避難場所 旧三ノ原小学校グラウンド 字三ノ原276番地
一時避難場所 旧登小学校グラウンド 字登158番地
一時避難場所 旧黒田小学校グラウンド 字黒田178番地
※�変更後の一時避難場所・避難所については
留寿都村ホームページに掲載していますの
で併せてご覧ください。

住民福祉課　電話 0136-46-3131お問合せ先

　これから春に向かって暖かくなるにつれて、服装も変化し、クローゼットの中を整理する機会もあるかと思いま
す。新年度に向けて、気持ちを新たに新しい服の購入を検討される方もいるでしょう。
　その際に、もう着ていない服を処分することがあると思いますが、燃やせるごみや燃やせないごみとして排出さ
れた服は、焼却や埋め立てされるため、再利用されることがありません。
　限りある資源を有効活用
するために、「一着の服を大
事に着る」、「服を買いすぎな
い」、「まだ使えるいらない服
は古着屋に持ち込む」 など
により、一着の服が長く使
われるようにしましょう。
　北海道では「ゼロカーボ
ン北海道チャレンジプロジ
ェクト」として、ゼロカー
ボンにつながる取組を実施・
紹介しています。そのなか
で「衣」について右の図の
ように紹介されていますの
でぜひ参考とし、留寿都村
のゼロカーボン推進にご協
力をお願いします。

～目指せ！ゼロカーボン～～目指せ！ゼロカーボン～
テーマ：一着の服が長く使われるようにしましょうテーマ：一着の服が長く使われるようにしましょう

地球温暖化について考えよう地球温暖化について考えよう

※本村では現在古着の回収は行っておりませんのでご注意下さい。

〇いま持っている一着をできるだけ長く着

ましょう。

　１年長く着るだけで日本全体で４万㌧の

廃棄量の削減になります。

〇服のお直しやリペアをすることで、想い

入れのある一着を長く着ることができます。

〇衝動的に買って、ほとんど着ていない服はありませんか？
〇私たちの６４％は持っている服の量を把握せずに購入し
ています。
　クローゼットを見直してみましょう！
〇私たちの衣類の購入単価は年々下がっていますが、同時
に着用期間も短くなっています。
〇一着を長く着るために品質を重視して、価格に見合う価
値ある商品を購入しましょう。
〇国内では年間約３５億着の衣服が供給されています。
「買わないこと」も大量生産を見直すアクションになります。

〇服のシェアリングサービスやサブスクを活用す

ると、普段は着ないような様々なアイテムを気軽

に試すことができます。

〇フリーマーケットやアプリ等も活用して、みん

なで着回すことで１着が着用される機会と期間が

増加します。

〇「おさがり」も大事！世代を超えて着回せます。

〇家庭から出される衣類は年間７５万㌧、うち
５０万㌧がゴミとして廃棄されています。
〇１日あたり大型トラック130台分の服が焼
却・埋立されています。
〇多くの自治体で古着を資源として回収してい
ます。あなたの自治体のホームページで「古着・
回収」と調べてみましょう！

衣
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留寿都村役場 0136-46-3131
留寿都村教育委員会 0136-46-3321
留寿都診療所 0136-46-3774
地域包括支援センター 0136-47-2277
羊蹄山ろく消防組合留寿都支署 0136-46-3304

お問合せ先

令和５年度における村税の納税通知時期と納期限について
　令和５年度における主な村税の納期限は次のとおりです。
　村税を滞納するとあなたに延滞金がかかるばかりでなく、本来ほかの事業に使われるはずの村税から滞納処分に係
る多額の費用が支出されることになってしまいます。村税の有効活用のためにも、納期内納税にご協力をお願いします。

軽自動車税 固定資産税 村・道民税（住民税） 国民健康保険税 
後期高齢者医療保険料

納税通知書
送付時期 令和５年４月上旬 令和５年５月上旬 令和５年６月上旬 令和５年６月中旬

第１期 令和５年５月１日（月） 令和５年５月31日（水） 令和５年６月30日（金） 令和５年６月30日（金）

第２期 令和５年７月31日（月） 令和５年８月31日（木） 令和５年７月31日（月）

第３期 令和５年10月２日（月） 令和５年10月31日（火） 令和５年８月31日（木）

第４期 令和５年11月30日（木） 令和５年12月25日（月） 令和５年10月２日（月）

第５期 令和５年10月31日（火）

第６期 令和５年11月30日（木）

第７期 令和５年12月25日（月）

第８期 令和６年１月31日（水）
※�口座振替をご利用の方は上記納期限の日に振替を実施します。前日までに口座残高のご確認をお願いします。残高が不足していた
場合の再振替は実施しませんのでご注意ください。

税務課�税務課� （庁舎②番窓口）

税務課　電話 0136-46-3131お問合せ先

家屋の新築等がある場合はご連絡ください
　家屋の新築または増築があった場合は、税務課まで
ご連絡ください。翌年からの固定資産税を計算するた
めに家屋の評価をさせていただきます。
　ご連絡をいただければ、都合のよい時間を相談の上、
税務課職員が伺います。（税務課から連絡、訪問をす
ることもあります。）
　家屋を取り壊した場合、所有権を移転した場合もご
連絡ください。

小樽開発建設部道路情報Twitter開設のお知らせ
　国土交通省北海道開発局小樽開発建設部が管理して
いる高規格道路及び国道の異常気象・災害・事故等に
よる通行止め情報等を発信します。※情報発信専用で
すので、ご了承願います。

お問合せ先
　国土交通省北海道開発局小樽開発建設部　
　電話　0134-23-5136(代表)

第６次留寿都村総合計画実施計画を策定しました
　留寿都村では、令和３年１月に策定した「第６次留
寿都村総合計画」をもとに、留寿都村で今後どのよう
な事業を行っていくのか具体的に示した「第６次留寿
都村総合計画実施計画」を更新しました。
　実施計画は、向こう３年間（今回の計画では令和５
年度から令和７年度まで）における主要事業が記載さ
れ、事業の方向性を定めるとともに、予算編成の指標
として、総合的、計画的、かつ重点的な施策の推進を
図ることを目的としているものです。また、毎年度見
直しを図り、必要に応じて新たな事業の追加や内容の
修正を行っています（ローリング方式）。
　実施計画は、留寿都村ホームページに掲載している
ほか、役場庁舎ロビー、公民館、診療所にファイルを
配置していますので、詳細につきましてはそちらをご
覧ください。

他機関からのお知らせ他機関からのお知らせ

企画観光課�企画観光課� （庁舎⑦番窓口）
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自衛官採用試験案内
令和５年度採用の自衛官

募集種目 受験資格 受付期間 試験期日（予定）

一般曹候補生
(第１回)

男子

採用予定月の１日現在
18歳以上33歳未満の者

令和５年３月１日(水)
～５月９日(火)

１次試験：
� 令和５年５月19日(金) ～28日(日)

※いずれか１日を指定されます
２次試験：

１次試験合格通知でお知らせします
女子

自衛官候補生
(第１回)

男子 令和５年４月１日(土)
～５月17日(水) 令和５年５月26日(金) ～28日(日)女子

就職相談会
説明種目 日時 場所 備考

一般曹候補生
自衛官候補生

令和５年５月16日 (火) 
(10:00～12:00)

ハローワーク岩内
(岩内郡岩内町字相生199-１) ※左記の日時以外での説

明会をご希望の方は別途
調整を承ります。令和５年５月18日 (木) 

(10:00～12:00)
ハローワーク倶知安

 (虻田郡倶知安町南１条東３丁目１
倶知安地方合同庁舎１階)

※状況により試験日の変更の可能性があります。 詳しくは、下記の連絡先までお問合せ下さい。
お問合せ先　倶知安地域事務所：倶知安町南３条東１丁目　TEL 0136-23-3540
　　　　　　　留寿都村役場企画観光課：TEL 0136-46-3131
　　　　　　　自衛官募集相談員：森川　勝之　TEL 090-2818-9144

住宅の賃貸借に関するトラブルは幅広い世代に多くありますが、特に、若い世代の方が親元を離れ、新たな
生活を始める際に賃貸借の契約をすることが多く、トラブルにあわないように注意が必要です。
どのようなことに注意したよいのでしょうか。
契約時は契約書類の記載内容や賃貸物件の現状をよく確認しましょう。契約書類の内容の中でも、特に、禁
止事項、修繕に関する事項、退去する際の費用負担に関する事項や特約について確認しましょう。また入居前
に出来る限り貸主側と一緒に賃貸物件の現状を確認しておきましょう。入居前からあったキズや、汚れ等の写
真を撮っておくと退去時のトラブル防止につながります。
入居中は雨漏りや、トイレの水漏れ等、住宅のトラブルが発生したら、すぐに貸主側に連絡し、どうすれば
よいか相談しましょう。また、賃貸物件は借りているものであるという意識を持ち、日ごろから出来るだけき
れいに使うことを心がけましょう。
退去時は入居時と同様に出来る限り貸主側と一緒に賃貸物件の現状を確認しましょう。精算内容をよく確認
し、納得できない点がある場合は貸主側に説明を求めましょう。
よく検討しても、トラブルにあってしまうこともあります。どうしたらよいかわからない、一人で解決が難
しいなど、困ったときは相談窓口や役場にご相談ください。

新生活をスタートさせるみなさまへ
賃貸借契約をよく確認してトラブルを防ぎましょうようてい地域消費生活相談窓口

電話 0136-44-1600

しりべし弁護士相談センター� ４・５月
毎週水曜日　13：00～16：00

※相談は事前予約制
※予約受付時間　�月～金　10:00～16:00�

(12:00～13:00を除く)
※�申込・お問合せ先
住所 岩内町字高台84番地3（佐藤精肉店となり）
電話 0135-62-8373

４月 ５日、12日、19日、26日
５月 10日、17日、24日、31日

弁護士無料法律相談会� ４・５月
留寿都村公民館

13：00～14：30(14：30終了)

※�新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点か
ら電話相談へ変更となる場合があります。

※�１人30分（１日３人まで）
※�事前予約をお願いします。（空きがあれば当
日でも可）

※�申込・お問合せ先�
総務課　電話 0136-46-3131

４月 14日（金）　５月 12日（金）
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人口と世帯（外国人を含む）

令和５年２月末現在

人口

男性

女性

世帯

1,913	（前月比＋17）
内外国人 222（前月比＋21）
	 976	（前月比＋8）
	 937	（前月比＋9）
	1,057	（前月比＋19）

末永くお幸せに

２月14日	 横山　伸哉さん 山川真里亜さん（登）

お悔やみ申し上げます

２月４日	 細川　ウタ子さん　満93歳（南町）

２月１日～２月28日届出分

（わな及び銃器による捕獲駆除数：�
� ２月末現在の今年度累計）

有害鳥獣の捕獲駆除頭数について有害鳥獣の捕獲駆除頭数について

農林課　電話 0136-46-3131お問合せ先

◉シ　　　カ：194頭	 ◉アライグマ：85頭
◉タ　ヌ　キ：  ６頭	 ◉キ　ツ　ネ：８頭
◉カ　ラ　ス：  ２羽	 ◉ハ　　　ト：０羽

　小樽年金事務所では、次の日程により倶知安町及び岩内町において出張年金相談所を開設します。
　相談は事前予約制となっております。ご連絡の際は、基礎年金番号の分かる年金手帳（基礎年金
番号通知書）や年金証書をご準備ください。

小樽年金事務所（住民福祉課）からのお知らせ

令和５年度出張年金相談所の開設について

　
倶知安町

後志労働福祉
センター

岩内町
岩内地方文化
センター

令和５年� ４月 ２６日（水） ２７日（木）
　　　　５月 ２４日（水） ２５日（木）
　　　　６月 ２１日（水） ２２日（木）
　　　　７月 ２６日（水） ２７日（木）
　　　　８月 ２３日（水） ２４日（木）
　　　　９月 ２０日（水） ２１日（木）
　　　　10月 ２５日（水） ２６日（木）
　　　　11月 １５日（水） １６日（木）
　　　　12月 ２０日（水） ２１日（木）
令和６年� １月 ２４日（水） ２５日（木）
　　　　２月 ２１日（水） ２２日（木）
　　　　３月 ２７日（水） ２８日（木）

● 開設場所● 開設場所　
　後志労働福祉センター
　　倶知安町南１条東１丁目
　岩内地方文化センター　
　　岩内町字万代５１－７

● 予約受付● 予約受付　
　小樽年金事務所　お客様相談室
　☎０１３４－６５－５００２
　※�自動音声案内により最初に「１番」、
続いて「２番」を選択します。

● 開設日時● 開設日時　　　
　倶知安町　後志労働福祉センター：13時～17時
　岩内町　　岩内地方文化センター： ９時～13時
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